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～「豊年祭」写真特集～
活力あふれる地域の祭り！
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豊年祭
五穀豊穣
花徳・轟木・山・手々
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今
年
も
町
内
各
地
で
伝
統
の

豊
年
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
花
徳
、
山
地
区
で
は
６
月
11

日
、
手
々
、
轟
木
地
区
で
は
６

月
18
日
に
行
わ
れ
、
作
物
の
豊

作
を
祈
願
し
、
み
こ
し
を
担
い

で
集
落
内
を
練
り
歩
き
ま
し

た
。

　
活
気
あ
ふ
れ
る
地
域
の
様
子

を
写
真
で
お
届
け
し
ま
す
。
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News of the town ●● ●まちの話題

７
月
３
日
、
役
場
町
長
室
に
て
「
第
67

回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
出
発
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
犯
罪

や
非
行
の
防
止
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の

更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
の

な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
、
徳
之
島
町
で
は
８
名
の
保
護

司
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
運
動
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
保
護
司
の
皆
さ
ん
は
、
出
発
式

の
後
に
町
内
小
中
学
校
を
訪
問
し
、
運
動

に
つ
い
て
の
啓
発
や
、
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
応
募
呼
び

か
け
を
行
い
ま
し
た
。

社会を明るくする運動
犯罪のない地域をつくろう

島
内
で
６
月
25
日
、「
第
30
回
記
念
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
in
徳
之
島
大
会
」
が
開
催
さ

れ
、
総
合
の
部
に
４
８
７
名
、
リ
レ
ー
の

部
に
90
組
２
５
７
名
が
参
加
し
、
過
酷
な

レ
ー
ス
に
挑
み
ま
し
た
。

手
々
か
ら
南
原
ま
で
の
バ
イ
ク
コ
ー
ス

沿
道
で
は
た
く
さ
ん
の
声
援
が
送
ら
れ
、

町
内
各
地
で
交
通
整
理
や
エ
イ
ド
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
、
大
勢
の
ス
タ
ッ
フ
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
。
町
民
一
丸
と
な
っ

て
大
会
運
営
を
支
え
ま
し
た
。

ま
た
前
日
の
６
月
24
日
に
は
チ
ャ
レ

ン
ジ
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
徳
之
島
大
会
も
開
催
さ

れ
、
徳
之
島
町
か
ら
の
出
場
者
も
上
位

入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

トライアスロン
IN 徳之島

第３０回記念　２０１７

３０th TR IATHLON IN  TOKUNOSHIMA



広報とくのしま 2017 年 8月号– 15 –

・
延
滞
金
に
つ
い
て

町
税
は
、
定
め
ら
れ
た
納
期
限
ま
で
に
自
主
的

に
納
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
納
期
限
内
に
納

付
さ
れ
て
い
る
方
と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
納

期
限
後
の
日
数
に
応
じ
て
本
来
の
税
額
に
加
え
て

延
滞
金
を
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
納
期
内
納
付
へ
の
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

・
町
税
の
納
付
は
、
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を

徳
之
島
町
で
は
各
種
税
金
の
口
座
振
替
を
お
勧

め
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
指
定
し
た
金
融
機
関

が
あ
な
た
に
代
わ
っ
て
預
貯
金
口
座
か
ら
振
替
え

て
、
町
に
納
付
す
る
制
度
で
す
。
一
般
的
に
手
続

き
は
一
度
で
、
翌
年
度
以
降
は
自
動
的
に
更
新
さ

れ
ま
す
の
で
、
納
期
の
た
び
に
金
融
機
関
な
ど
へ

行
く
手
間
が
省
け
て
大
変
便
利
で
す
。

・
納
付
が
困
難
な
方
は
納
税
相
談
を

病
気
や
失
業
等
で
や
む
を
得
な
い
理
由
で
納
期

内
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
分
割
に
よ
る
納
付
な

ど
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

収
納
対
策
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

町
税
の
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

町
収
納
対
策
課　

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
１
７
２
・
１
７
３
）

問

今月は、町県民税（２期分）・国民健康保険税（２期分）
の納期月間です。納期限は、８月３１日（水）です。
口座振替をご利用の方は、以下の日程で振替を行います。

８月２５日 ゆうちょ銀行

８月２８日 ゆうちょ銀行以外の金融機関

　振替日の前日までに口座の残高確認をお願いします。

ご
遺
族
の
皆
様
へ

特
別
弔
意
金
支
給
に
つ
い
て

第
十
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
期
限
を
過
ぎ

る
と
弔
慰
金
を
受
け
る
権
利
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
請
求
窓

口
の
住
民
生
活
課
へ
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

■
請
求
期
限
＝
平
成
30
年
４
月
２
日
（
月
）
ま
で

■
支
給
対
象
と
な
る
方

平
成
27
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）
に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公
務

扶
助
料
」「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
等
を

受
け
る
方
（
戦
没
者
の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な
い
場
合
に
、
左
記
の
順
番

で
順
位
が
先
に
な
る
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
対
象
者
は
、
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

１
．
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

る
弔
意
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
．
戦
没
者
等
の
①
父
母 

②
孫 

③
祖
父
母 

④
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す

４
．
右
記
１
か
ら
３
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、姪
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
が

あ
っ
た
方
に
限
り
ま
す
。

■
支
給
内
容

【
国
債
名
称
】
第
十
回
特
別
弔
意
金
国
庫
債
券
い
号

【
額
面
】
25
万
円
（
５
年
償
還
）

住
民
生
活
課

　

年
金
係

☎
82
―
１
１
１
１

問

戦没者

税 金
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詐
欺
の
手
口
や
内
容
は
、
年
々
悪
質
・
巧
妙
化
し

て
い
ま
す
。
不
審
な
連
絡
（
電
話
・
Ｓ
Ｍ
Ｓ
・
メ
ー

ル
な
ど
）
が
あ
っ
た
場
合
、
絶
対
に
自
分
か
ら
は
連

絡
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
不
安
な
と
き
は
、

信
頼
で
き
る
周
囲
の
人
や
、
行
政
機
関
、
警
察(

電

話
番
号
：
＃
９
１
１
０)

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

・
身
に
覚
え
が
な
い
未
納
料
金
の
請
求
や
「
本
日
中

に
連
絡
が
な
け
れ
ば
訴
訟
に
移
行
し
ま
す
」
と
い

う
内
容
は
典
型
的
な
詐
欺
の
手
口
で
す
。

・「
架
空
請
求
業
者
が
こ
れ
以
上
請
求
を
し
て
こ
な
い

よ
う
、
あ
な
た
に
代
わ
っ
て
交
渉
し
ま
す
」
と
称

し
て
、
実
際
に
は
交
渉
を
し
て
い
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
高
額
の
交
渉
依
頼
料
を
請
求
す
る
事
業

者
が
存
在
し
ま
す
。

・「
宅
配
便
で
お
金
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
」ま
た
は「
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
電
子
ギ
フ
ト
券
を
購
入

し
て
、
そ
の
カ
ー
ド
番
号
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」

と
求
め
ら
れ
て
も
、
絶
対
に
応
じ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

だ
ま
さ
れ
な
い
で

巧
妙
な
詐
欺
の
手
口
に
注
意

企
画
課　

消
費
者
相
談
担
当

　

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

問

奄
美
大
島
年
金
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

年
金
相
談
所
の
開
設

●
日
時

　
【
８
月
８
日
（
火
）】

　

11
時
30
分
～
12
時
、
12
時
30
分
～
17
時
30
分

　
【
８
月
９
日
（
水
）】

　

８
時
30
分
～
12
時
30
分
、
13
時
～
15
時
30
分

●
場
所
＝
徳
之
島
町
役
場
１
階
会
議
室

相
談
は
予
約
制
で
す
。
年
金
相
談
内
容
は
、
10
年
短
縮
に

よ
る
年
金
請
求
に
つ
い
て
の
み
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

平
成
29
年
８
月
か
ら
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
必
要
な
資

格
期
間
が
10
年
と
な
り
ま
す
。
年
金
機
構
に
お
い
て
、
受
給

資
格
が
確
認
で
き
た
方
に
は
、
ご
自
宅
宛
に
老
齢
年
金
の
請

求
書
《
黄
色
の
封
筒
》
を
発
送
し
ま
す
。
黄
色
の
請
求
書
は
、

２
月
下
旬
～
７
月
上
旬
に
か
け
て
順
次
発
送
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
黄
色
の
請
求
書
が
届
か
な
い
方
で
も
、
任
意
加
入
の

申
し
出
に
よ
り
期
間
を
加
え
た
り
、
合
算
対
象
期
間
を
含
め

て
年
金
を
受
給
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
自
身

の
資
格
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ご
来
場
の
際
は
、
年
金
手
帳

や
運
転
免
許
証
な
ど
、
身
分
確
認
が
で
き
る
書
類
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

住
民
生
活
課
年
金
係　

☎
82
―
１
１
１
１

問

誰
で
も
安
心
し
て
相
談
を

弁
護
士
相
談
会

主
に
消
費
者
問
題
に
関
す
る
相
談
に

つ
い
て
、
弁
護
士
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。相

談
は
無
料
で
す
。
相
談
を
ご
希
望

の
方
は
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
８
月
10
日
（
木
）
ま
で

に
役
場
企
画
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
８
月
22
日
（
火
）
午
後
１
時
～

※
１
件
に
つ
き
30
分
以
内

●
場
所
＝
徳
之
島
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
研
修
室

●
内
容
＝
消
費
者
問
題
に
関
す
る
相
談

※
件
数
に
満
た
な
い
場
合
は
消
費
者
問

題
以
外
の
相
談
も
対
象
と
し
ま
す
。

企
画
課　

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

問

消費者

相 談

年 金

消費者庁イラスト集より
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　奄美群島地域は、生物の多様性を確保することを目的とした国立公園を有します。国立公園内で

は優れた風景地を保護するため、自然公園法に基づき、次のような行為等を行う場合は国や県への

許可申請・届出の手続きが必要となります。

○ 手続きの必要な行為（一例）

・工作物（建築物を含む）の新改増築・木竹の伐採・広告物の掲出（案内板等を含む）

・開墾や土地の形状変更・鉱物や土石の採取・特別保護地区での動植物の捕獲又は採取等

○ 許可申請・届出の手続き

（１）申請・届出の様式

・様式・必要な添付書類・記載要領については、県のホームページに掲載されています。

（２）標準的な処理期間　

・通常約１～３か月を必要とします。（書類に不備があった場合の補正の期間は除く）

（３） 注意事項

・行為の種類、規模、公園の種類、地種区分の違いにより手続き等に違いがあること、また行為の

場所や内容によっては許可ができない場合もあることから、事前に奄美自然保護官事務所・徳之

島自然保護官事務所又は大島支庁総務企画課もしくは関係市町村役場に御相談ください。

・自分の所有地でも、国立公園内での行為においては手続きが必要となります。

○ 違反行為について

・自然公園法の規定に違反しての行為や無許可での行為等については罰則が設けられています。

○お問い合わせ先

　大島支庁総務企画課　商工観光係　電話　０９９７－５７－７２１５

　徳之島自然保護官事務所　　　　　電話　０９９７－８５－２９１９

　徳之島町役場　企画課　　　　　　電話　０９９７－８２－１１１１

○県のホームページ（検索方法）

鹿児島県庁ホームページ→一般・県民の方々→くらし・環境→自然保護

　→自然公園→行為許可申請書・届

国立公園内での開発行為等については、手続きが必要です

国立公園内での行為について
国立
公園
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ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

in
徳
之
島
町

●
日
時
＝
８
月
26
日
（
土
）
午

後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

●
場
所
＝
徳
之
島
町
健
康
の
森

総
合
運
動
公
園
野
球
場

天
体
望
遠
鏡
を
使
っ
て
、
夏

の
大
三
角
や
土
星
の
輪
を
観
察

し
ま
せ
ん
か
。

事
前
申
込
み
は
不
要
で
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、
中

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
天
候
に
よ
り

観
察
で
き
な
い
場
合
、
夏
の
星

座
や
土
星
に
つ
い
て
の
お
話
を

実
施
し
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
奄
美
少
年

自
然
の
家
☎
０
９
９
７
（
53
）

１
０
３
２

自
然
の
家
が
や
っ
て
き
た

in
徳
之
島
町

●
日
時
＝
８
月
27
日
（
日
）

《
午
前
の
部
》
午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分

《
午
後
の
部
》
午
後
12
時
30
分
～

２
時
30
分

●
場
所
＝
徳
之
島
町
体
育
セ
ン

タ
ー

●
参
加
料
＝
各
体
験
ご
と
に
参

加
料
が
必
要
で
す
。（
綿
あ
め

作
り
体
験
50
円
、プ
ラ
ホ
ビ
ー

１
０
０
円
、
空
き
缶
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
50
円
、
ス
ラ
イ
ム
50

円
、
ジ
ェ
ル
ア
ー
ト
２
０
０

円
、
な
り
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

１
０
０
円
。
無
料
体
験
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。）

奄
美
少
年
自
然
の
家
が
実
施

す
る
体
験
活
動
に
参
加
し
ま
せ

ん
か
。
事
前
申
込
み
は
不
要
で

す
。
室
内
履
き
を
準
備
し
て
ご

来
場
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ジ
ェ

ル
ア
ー
ト
を
希
望
さ
れ
る
方
は

瓶
の
中
に
入
れ
る
貝
殻
や
ビ
ー

玉
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
奄
美
少
年

自
然
の
家
☎
０
９
９
７
（
53
）

１
０
３
２

人
権
同
和
問
題

啓
発
強
調
月
間

８
月
は
人
権
同
和
問
題
啓
発

強
調
月
間
で
す
。

私
た
ち
の
社
会
に
は
、
同
和

問
題
を
は
じ
め
、女
性
、子
ど
も
、

高
齢
者
等
へ
の
差
別
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
の
悪
質
な
書
き
込

み
な
ど
、
様
々
な
人
権
問
題
が

依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。

ま
た
昨
年
12
月
に
は
「
部
落

差
別
解
消
推
進
法
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
「
現
在

も
な
お
部
落
差
別
が
存
在
す
る
」

と
明
記
し
、「
部
落
差
別
は
許
さ

れ
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
の
認

識
の
下
に
、「
部
落
差
別
を
解
消

す
る
必
要
性
に
つ
い
て
」
国
民

一
人
ひ
と
り
の
理
解
を
深
め
る

よ
う
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、
部

落
差
別
の
な
い
社
会
を
実
現
す

る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。同

和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る

様
々
な
人
権
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り

が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、

偏
見
や
差
別
の
な
い
社
会
の
実

現
に
向
け
て
意
識
を
高
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
も
身

近
な
こ
と
か
ら
人
権
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
県
庁
人

権
同
和
対
策
課
☎
０
９
９

（
２
８
６
）
２
５
７
４

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害

者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

強
化
週
間

●
期
間
＝
９
月
４
日
（
月
）
～

９
月
10
日
（
日
）

●
時
間

《
平
日
》
午
前
８
時
30
分
～
午

後
７
時

《
土
日
》
午
前
10
時
～
午
後
５
時

●
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
（
鹿
児

島
地
方
法
務
局
）

☎
０
５
７
０
（
０
０
３
）
１
１
０

高
齢
者
や
障
害
者
を
め
ぐ
る

様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
高
齢

者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん

相
談
」
強
化
週
間
を
実
施
し
ま

す
。
相
談
内
容
は
問
い
ま
せ
ん
。

相
談
に
は
、
法
務
局
職
員
ま
た

は
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
、
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
鹿
児

島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護

課
☎

０

９

９
（

２
５

９
）

０
６
８
４

県
立
高
等
技
術
専
門
校

入
校
生
募
集

県
立
高
等
技
術
専
門
校
（
吹

上
・
宮
之
城
・
姶
良
・
鹿
屋
）

で
は
、
平
成
30
年
度
入
校
生
を

募
集
し
て
い
ま
す（
推
薦
試
験
）。

●
応
募
資
格
＝
高
等
学
校
を
平

成
30
年
３
月
に
卒
業
見
込
み

の
方

●
対
象
科
＝
自
動
車
工
学
科
、

機
械
整
備
科
、
金
属
加
工
科
、
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建
築
工
学
科
、
室
内
造
形
科
、

情
報
処
理
科
、
メ
カ
ト
ロ
ニ

ク
ス
科
、
電
気
設
備
科

●
募
集
期
間
＝
９
月
１
日
（
金
）

～
９
月
28
日
（
木
）

●
選
考
日
＝
10
月
６
日
（
金
）

●
合
格
発
表
＝
10
月
16
日
（
月
）

●
選
考
方
法
＝
筆
記
試
験
及
び

面
接

※
一
般
選
考
試
験
は
別
に
実
施

し
ま
す
。
詳
し
く
は
県
の
下

記
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
を

知
っ
て
い
ま
す
か

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、

中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
に
基

づ
き
、
建
設
現
場
労
働
者
の
福

祉
の
増
進
と
、
建
設
業
を
営
む

中
小
企
業
の
振
興
を
目
的
と
し

て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で

す
。こ

の
制
度
は
、事
業
主
の
方
々

が
、
労
働
者
の
働
い
た
日
数
に

応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙

を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労

働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と

を
や
め
た
と
き
に
建
設
業
退
職

金
共
済
か
ら
退
職
金
を
支
払
う

と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体
で

の
退
職
金
制
度
で
す
。

●
加
入
で
き
る
事
業
主
＝
建
設

業
を
営
む
方

●
対
象
と
な
る
労
働
者
＝
建
設

業
の
現
場
で
働
く
人

●
掛
金
＝
日
額
３
１
０
円

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
建
退
共
」で
、

制
度
説
明
動
画
や
Ｑ
＆
Ａ
等
の

情
報
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。「
建

退
共
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
最
寄
り
の
建
退
共
支

部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
建
退

共
鹿
児
島
支
部
☎
０
９
９

（
２
５
７
）
９
２
１
６

か
ご
し
ま
子
ど
も
調
査
の

結
果
概
要　

県
で
は
、
子
ど
も
の
生
活
状

況
や
家
庭
の
経
済
状
況
等
の
実

態
を
把
握
す
る
た
め
、
無
作
為

に
抽
出
し
た
県
内
の
公
立
小
学

校
の
１
年
生
、
５
年
生
及
び
公

立
中
学
校
の
２
年
生
の
保
護
者

に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
た
び
結
果
概

要
を
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
県
庁

子
ど
も
福
祉
課
☎
０
９
９

(

２
８
６)

２
７
６
６

「
観
光
・
も
の
づ
く
り
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
資
金
」
の
ご
案
内

重
点
産
業
（
観
光
、
自
動
車
、

電
子
、
食
品
、
環
境
・
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
健
康
・
医
療
な
ど
）

に
お
け
る
中
小
企
業
者
の
取
り

組
み
を
応
援
す
る
県
融
資
制
度

「
観
光
・
も
の
づ
く
り
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
資
金
」
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

●
融
資
対
象
者

①
重
点
産
業
に
お
け
る
取
引
拡

大
又
は
重
点
産
業
へ
参
入
し

よ
う
と
す
る
方

②
重
点
産
業
に
お
い
て
経
営
力

向
上
計
画
の
認
定
を
受
け
、

認
定
経
営
力
向
上
計
画
に

従
っ
て
経
営
力
向
上
に
資
す

る
事
業
を
営
む
方

●
融
資
期
間

①
運
転
７
年
、
設
備
15
年　
　

②
運
転
５
年
、
設
備
７
年

●
融
資
利
率　

　

年
1.8
％
～
年
２
．
５
４
％
、

10
年
超
は
変
動
金
利

●
保
証
料
率　

①
年
０
．
１
３
％
～
年
１
．

５
８
％　

②
年
０
．
７
９
％
（
県
の
新
か

ご
し
ま
「
食
と
職
」
の
魅
力

向
上
・
加
速
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
す
る
事
業
者
の
場

合
、
更
に
０
．
３
２
％
引
き

下
げ
）

※
詳
し
い
制
度
内
容
に
つ
い
て

は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
県
庁
経
営

金
融
課
☎
０
９
９(

２
８
６)

２
９
４
６

農
業
大
学
校
夏
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
参
加
者
募
集

農
業
大
学
校
で
は
、
受
験
希

望
者
や
そ
の
保
護
者
等
を
対
象

に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
実

施
し
ま
す
。
内
容
は
、
農
大
の

概
要
説
明
や
施
設
見
学
・
体
験

実
習
等
で
す
。
当
日
は
鹿
児
島

中
央
駅
か
ら
無
料
送
迎
バ
ス
も

運
行
し
ま
す
。

●
開
催
日
＝
８
月
20
日
（
日
）

●
応
募
締
切
＝
８
月
４
日
（
金
）

  

詳
し
く
は
農
業
大
学
校
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
農
業
大
学
校
教
務
指
導

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。　

●
お
問
い
合
わ
せ
＝
県
立
農
業

大
学
校
教
務
指
導
課
☎
０
９
９

（
２
４
５
）
１
０
７
１
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－青少年育成町民会議が組織化－
　町生涯学習センターで７月７日、「平成

２９年度第一回徳之島町青少年育成町民

会議（以下町民会議）」が開催されました。

これからの町の青少年育成について、委

員３８名が共通理解を深め、課題につい

て話し合いました。

　町民会議では、未来の徳之島町を担う

青少年が、将来に夢と希望を持ち、著し

い社会変化へ対応しうる豊かな個性や能

力を培い、郷土を愛する心を持って心身

ともに健やかに成長することを目標に活動します。島の宝である青少年の健全な育成を目指し、家庭、

地域、学校、行政、関係機関・団体等と連携し、育成の輪を広げていけるように町民運動を推進します。

　○家庭は、人間としての生
き方の基本を学ぶ最も大切な
教育の場です。家庭教育部会
では、家庭が担う役割の重要
性を再認識し、家庭の絆を強
め、家庭教育力の向上を推進
し、青少年の健やかな育成を
図ります。

【重要取組事項】
〇基本的生活習慣の確立
〇歩いて登校させる
〇モラル意識の向上
〇地域と家庭のかかわりを

増やす

　○社会環境部会では、青少
年の問題行動や非行を防ぐた
め、啓発活動や地域活動の推
進に努めるとともに、有害環
境浄化や犯罪の起きにくい生
活環境づくりに対する地域社
会の機運を高め、安全・安心
な地域づくり運動の推進に努

めます。

【重要取組事項】
〇社会環境改善

・鍵かけ、キー抜き、空家対
策、廃船対策、とばく問題

〇大人の意識改善
・あいさつ運動

　○青少年育成部会では、青
少年の健やかな成長を応援す
る地域づくりや人材育成を図
り、自発性や創造性を尊重し
ながら青少年の自主性や社会
性を育む活動を地域ぐるみで
推進していきます。

【重要取組事項】
〇ボランティア清掃への参加
〇地域行事への参加
〇町民会議への当事者（小

中高校生）の参加

○「家庭教育」「青少年育成」「社会環境」の三分野に分かれての三部会協議では、

以下のような重要取組事項が策定されました。

　次回の第２回町民会議では、この重要取組事項を平成 30 年度具体的施策及び推進方法の策定へ進めて
いきます。【徳之島町青少年育成町民会議（事務局：町教委社会教育課）】

家庭教育部会 青少年育成部会 社会環境部会

青少年の健やかな成長に向けて！
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　町民会議は、青少年育成に関係する各組織及び機関の代表４７名が委員を勤め、青少年育成に関す

る協議を「家庭教育」「青少年育成」「社会環境」の三分野に分け、三部会を設けて行います。

　各部会で協議された「重要取組項目、具体的施策、推進方法の策定」が、本会議の実際に活動する

内容となります。これを各組織団体の代表である各委員が組織に持ち帰り、活動内容に取り入れ、活

動の推進や実施を行います。

　今後は、町民会議での決定事項や各地区で活発な青少年育成活動が行われるよう、各地区への町民

運動が推進される組織体系を整えていきます。

・（部会長）P ＴＡ連絡協議　　　

　会長

・（副部会長）家庭教育支援　　

　員代表

・小学校長代表

・地域女性団体連絡協議会長

・社会福祉協議会事務局長

・民生委員会長

・主任児童委員

・幼稚園部会代表

・子ども子育て会議代表

・大島教育事務所指導主事

・教育委員長

・保健センター所長

・学校教育課長

・介護福祉課長

・( 部会長 ) 社会教育委員会

　議議長

･（副部会長）子ども会育成

　連絡協議会長

・青年団連絡協議会

・文化協会長

・体育協会長

・スポーツ少年団本部長

・中学校長代表

・青少年育成推進委員代表

・男女共同参画地域推進員

・商工会長

・青年会議所代表

・あまみ農業協同組合徳之島

　事業本部代表

・高齢者クラブ連合会長

・樟南第二高校長

・徳之島事務所福祉課長

・議会代表

・（部会長）校外生活指導連

　絡協議会長

・（副部会長）小・中学校生

　徒指導担当校長

・徳之島警察署長

・自治公民館連絡協議会長

・徳之島高校長

・保護司会代表

・徳之島警察署生活安全係

・社会教育委員代表

・たばこ販売共同組合代表

・小売酒販組合代表

・闘牛連合会代表

・交通安全協会代表

・防犯協議会代表

・消防団長

・徳之島地区消防組合代表

・副町長

・総務課長

　 徳之島町青少年育成町民会議

家庭教育部会 青少年育成部会

決定事項等を各組織・団体で推進・実施

重要取組項目、具体的施策、推進方法の策定

社会環境部会

会長　　町長
副会長　教育長

組織
構成
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○
お
産
に
つ
い
て

○
お
っ
ぱ
い
ケ
ア
に
つ
い
て

○
赤
ち
ゃ
ん
の
む
し
歯
予
防
は
お
母
さ
ん
か
ら

　

～
お
腹
の
中
か
ら
始
め
る
歯
育
て
♪
～

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

早
朝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト

母
子
手
帳
交
付
・
歯
科
相
談

【
日
に
ち
】
８
月
21
日
（
月
曜
日
）

【
時　

間
】
10
時
～
11
時
30
分

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

※
参
加
希
望
の
方
は
ご
予
約
を

　

お
願
い
し
ま
す
。

【
受
付
時
間
】
14
時
～
14
時
30
分

【
対
象
者
】

妊
婦
さ
ん
、
幼
児
、
一
般
の
方
、

３
ヶ
月
以
上
歯
科
検
診
・
フ
ッ
化
物

塗
布
を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

【
受
付
時
間
】
13
時
30
分
～

【
日
に
ち
】
８
月
17
日
（
木
曜
日
）

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
歯
科
相
談

○
母
子
手
帳
交
付

健
康
づ
く
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

第
３
弾
を
実
施
し
ま
す

お
待
ち

 

し
て
ま
す
！

特
定
健
診
の
結
果
を
お
返
し
い
た
し
ま
す

左
記
の
日
程
で
、
特
定
健
診
の
結
果
を
お

返
し
い
た
し
ま
す
。

日
時
・
場
所
に
つ
い
て
は
健
診
会
場
で
お

渡
し
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
チ
ラ
シ
を
持
参
し
て
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

徳之島町保健センター　電話 :0997-83-3121

特
定
健
診
を
受
け
ら
れ
た
方
へ

日　時 場　所 受付時間

９月１１日（月）
【午前】山公民館

【 午 　 前 】 

9 ： 0 0 ～ 9 ： 3 0 

【 午 　 後 】 

13：00 ～ 13：30

【午後】花徳公民館

９月１２日（火）
【午前】大当生活館

【午後】井之川公民館

９月１３日（水）保健センター

９月１４日（木）保健センター

９月１５日（金）【午前のみ】保健センター

事
前
に
町
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
日
に
ち
】
８
月
26
日
（
土
）

【
受
付
時
間
】
午
前
７
時
～

【
ス
タ
ー
ト
】
午
前
７
時
30
分

【
場　

所
】
母
間
新
港
管
理
棟
前

【
コ 

ー 

ス
】

母
間
新
港
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー

ル
と
す
る
約
３
キ
ロ

程
度
の
コ
ー
ス
で
す
。

朝
日
を
浴
び
て

体
内
時
計
を
リ
セ
ッ
ト
♪

健診結果は身体の声です。

自分の身体とまっすぐ向き合い

健康づくりに役立てましょう！
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表紙写真

7 月 10 日 に 行 わ れ た 花 徳 集
落の豊年祭。花徳三集落はもち
ろん、今年も花徳集落以外から
青年団が駆けつけ、活気に溢れ
たみこしが見られました。

　みらい創りラボ井之川は、島外の方と地域の

方の交流を通じ、徳之島のみらい創りを行うラ

ボラトリです。詳しくは「みらい創りラボ井之

川」のホームページをご覧ください。

今
年
７
月
、
新
し
く
地
域
お
こ

し
協
力
隊
が
赴
任
い
た
し
ま

し
た
。
昨
年
赴
任
し
た
１
名
と

あ
わ
せ
、「
み
ら
い
創
り
ラ
ボ

井
之
川
」
を
拠
点
に
活
動
す
る

２
名
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

地域おこし協力隊って？

みらい創りラボ井之川

地域外の人材をおおむね

１年から３年の間で協力隊と

して受け入れ、地域協力活動

を行うことで地域への定住

定着を図る取り

組みです。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

紹
介
し
ま
す
！

ら
い
創
り
ラ
ボ
・
井
之
川
（
略
称
：

ラ
ボ
）」
の
管
理
人
、『
丸
さ
ん
』

こ
と
、
丸
山
で
す
。
今
年
の
５
月
か
ら
運
用

を
始
め
ま
し
た
ラ
ボ
で
す
が
、
会
議
や
イ
ベ

ン
ト
で
の
利
用
の
他
に
も
、
地
域
の
方
々
に

立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
、
異
業
種
・
異
世
代

交
流
が
ど
ん
ど
ん
生
ま
れ
始
め
て
い
ま
す
。

こ
の
ラ
ボ
は
名
前
の
通
り
、
未
来
を
創
造
す

る
た
め
の
ラ
ボ
ラ
ト
リ
（
実
験
室
）
で
す
。

私
は
皆
さ
ん
の
様
々
な
想
い
に
寄
り
添
い
、

み
ら
い
創
り
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

年
７
月
か
ら
徳
之
島
町
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
、

中
村
芳
雅
で
す
。
協
力
隊
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
伝
道

師
と
い
う
役
割
を
頂
い
て
お
り
、
東
京
で
プ

ロ
グ
ラ
マ
ー
の
仕
事
を
し
て
い
た
経
験
を
生

か
し
、
徳
之
島
で
も
首
都
圏
と
同
レ
ベ
ル
以

上
に
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
の
仕
事
が
で
き
る
人
材

を
育
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
島

の
中
高
生
に
対
し
て
、
私
が
大
学
で
学
ん
だ

学
問
の
あ
り
方
な
ど
を
伝
え
な
が
ら
、
人
材

育
成
に
力
を
注
い
で
い
き
た
い
で
す
。

丸山　勝司
まるやま　　　かつじ

なかむら　　よしまさ

中村　芳雅

「
み

今

今
月
の
題
字
紹
介
は
番
外
編
。

昭
和
33
年
７
月
25
日
に
発
行
さ
れ
た
、

「
広
報
と
く
の
し
ま
第
１
号
」
の
題
字
で

す
。
当
時
は
文
字
の
み
、
表
と
裏
計
２

ペ
ー
ジ
の
シ
ン
プ
ル
な
誌
面
で
し
た
。
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82-1101
■
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w
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広
報
と
く
の
し
ま
　
2017．

8
月
号
　
№
519

編
集
・
発
行
　
徳
之
島
町
役
場
企
画
課

　

轟
木
に
お
住
い
の
植
松
サ
ダ
さ
ん
。
90
歳
を
超

え
た
今
も
、
家
の
中
は
杖
な
し
で
歩
き
、
家
事
も

自
分
で
こ
な
し
て
い
ま
す
。
若
い
頃
は
看
護
師

と
し
て
働
き
、
そ
の
後
定
年
ま
で
轟
木
へ
き
地

保
育
所
で
、
定
年
後
も
助
産
師
・
看
護
師
と
し

て
働
き
ま
し
た
。
元
気
の
秘
訣
は
70
代
ま
で
身

体
を
動
か
し
て
仕
事
を
続
け
た
事
、
今
も
ス
ト

レ
ッ
チ
や
軽
い
運
動
を
欠
か
し
ま
せ
ん
。「
テ
レ

ビ
を
観
な
が
ら
も
足
踏
み
や
手
の
グ
ー
パ
ー
運

動
を
し
て
い
る
」
と
。
ま
た
、
脳
ト
レ
の
一
環

と
し
て
始
め
た
短
歌
も
元
気
の
源
。「
お
医
者
さ

ん
に
も
薬
に
も
、
必
要
な
時
は
頼
る
け
ど
、
一

番
大
事
な
の
は
、
自
分
の
身
体
の
事
に
自
分
が

一
番
関
心
を
持
つ
こ
と
。
自
分
に
何
が
必
要
か

は
自
分
で
判
断
し
な
い
と
ね
。」
と
、
に
こ
や
か

に
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
助
産
師
と
し
て
と

り
あ
げ
た
赤
ち
ゃ
ん
と
の
写
真
は
宝
物
。
こ
れ

か
ら
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
下
さ
い
。

わっきゃまちの

きまいたりっちゅ
植
松
　
サ
ダ
さ
ん

（
91
歳
）
轟
木


